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(M, g)を 2次元 C∞Riemann多様体とする．
M はR3にはめ込まれているとし，f : M → R3を C∞のはめ込み (immersion)とする．さ
らに gは，R3の標準的内積 (inner metric)

⟨
·, ·

⟩
の f による引き戻し (pull-back)で定義され

ているとする．
gp
(
u, v

)
=

⟨
Dfp(u), Dfp(v)

⟩
, for ∀u, v ∈ TpM,

ここで Dfp は 写像 f の pにおける微分である．

(M, g)上の連続関数 φにおける測度 (measure)

∫
M

φdνg から，M 上のベクトル場に関す

る L2ノルム | · |L2(M)を次のように定義する．

|u|2L2(M) =

∫
M

g(u, u) dνg for u ∈ TM.

2次元球面 S2 =
{
(x1, x2, x3) ∈ R3; x21+x22+x23 = 12

}
に，包含写像 (inclusion mapping)

ι : S2 → R3によるR3の標準的な内積の引き戻しで，Riemannian metric hを導入する．

hp
(
u, v

)
=

⟨
Dιp(u), Dιp(v)

⟩
, for ∀u, v ∈ TpS

2.

S2上のベクトル場に関する Poincaréタイプの不等式については，次が得られている1．

|u|L2(S) 5 2π|∇u|L2(S) for u ∈ TS2,

ここで ∇ はレビチビタ接続である．
この不等式を利用して，M 上のベクトル場に関する Poincaréタイプの不等式をつくる．

球面 S2とM とにある程度の関連を持たせるため，M に次の仮定を加える．
（仮定） M を完備かつ単連結とし，M の断面曲率K は次の不等式を満たすとする．

1
4

< δ 5 K 5 1.

この仮定によりM はコンパクトになり，さらに次の定理が成り立つことが知られている．

Theorem 1 (球面定理). （仮定）を満たすM は S2に同相である．

講演ではこの定理を利用して，S2 の L2 ノルムと M の L2 ノルムの同値関係を示して
Poincaréタイプの不等式を導く方法の概要を説明する．

1前回の講演で示した係数とは異なっている．
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